
  

従来よりも高速かつ正確性の高い技術により、側弯症

の早期発見を実現することを目指した側弯症診断シ

ステムを開発中。大学勤務医と企業による産学連携モ

デルでもあり、現在開発を進めている。 

２ 
サポートにより 

研究資金を獲得し 

一気に発売に近づく 

 

 

非侵襲で、高速かつ正確な診断 

 

脊柱側弯症（側弯症）は、通常は真っ直ぐに並んでい

る背骨がねじれて側方または前後方に歪む疾患であ

り、心理的ストレスや、腰痛、背部痛による運動機能

障害、さらに重症例では呼吸機能障害により生命予後

への影響がある。調査によると、13-14 歳の女児での

発生率は 2.5％（Ueno et al. J Orthop Sci 2011）

と分かっており、重度になった際の手術は体への侵襲

が大きく、入院の費用が高額になるため、早期発見と

早期治療が重要であるといわれている。 

発売できるまでにはまだ時間を要するが、本事業の支

援を利用しながら、側弯症診断支援のみならず、スポ

ーツへの応用など多方面で患者さんの健康に寄与で

きるシステムを開発していきたい。 

［解説］ 

渡辺先生は、医療に貢献するという一心で開発を

進めてこられたが、市場調査や上市をみすえたプ

ランニングが後手になっていた。そこで、日医支

援窓口がこれらを支援し、競争的資金の獲得に至

った。これにより、高度な技術を持ったものづく

り企業や、最終ユーザー、製造販売企業との共同

研究を 3 年以上継続することができ、最終的な設

計開発にこぎつけることができた。 

知財やマーケティングの

アドバイスを受ける。 

POC（Proof Of Concept）の

試験設計や、海外の市場性に

ついても簡単にフィードバッ

グをもらい、また研究資金獲

得もサポートを受けた。 
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